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「生命倫理の井戸端会議」 - 第 12 回ユネスコ国際生命倫理委員会において -
元第２調査研究グループ主任研究官 牧山 康志
2005 年 12 月 15 〜 17 日の 3 日間にわたり、東京の上智大学キャンパスにおいて
第 12 回ユネスコ国際生命倫理委員会 (IBC: International Bioethics Committee) 総会
が開催された。同総会は、ユネスコとして生命倫理に関わる課題を討議し、宣言等を発
している IBC の世界 36 カ国 36 名から構成される委員と一般参加者とが一堂に会し、
開かれた議論を交わす会議である。年 1 回、本部のあるフランス (パリ) あるいは加盟
国の一都市で開かれている。これまでのフランス以外の開催地としては、オランダ、モ
ロッコ、エクアドル、カナダなどがある。今回は、ユネスコと文部科学省の主催で、文部
科学省振興調整費研究として実質的な会議事務を上智大学 (代表: 町野朔教授) が中
心となって担当し、同大学キャンパスでの開催となった。会議は、松浦ユネスコ事務局長、ジャン IBC 委員長 (カナ
ダ) など IBC 関係者らに加えて、わが国からは皇太子殿下を始め、小坂文部科学大臣、石澤上智大学長、薬師寺
総合科学技術会議議員らを開会式に迎えて、300 名を越える参加登録者という盛況の中、3 日間で 5 つのセッショ
ンがもたれた。
ユネスコ IBC は、非公式の会合としてスタートした後、1993 年 11 月の第 27 回ユネスコ総会において公式の諮
問機関として発足した。個人資格の有識者の委員からなる IBC (わが国からは現在、森崎隆幸国立循環器病セン
ター研究所バイオサイエンス部長が参加) と、各国代表者からなる政府間会合 (IGBC) との 2 本立てで、生命倫理
に関わる宣言等の策定を行っている。これまでに、「ヒトゲノムと人権に関する世界宣言」、「ヒト遺伝情報に関する国
際宣言」などの宣言の草案作りに携わっており、今回の会議は「生命倫理及び人権に関する世界宣言 (Universal












































や資料や情報提供の要請などがあり、ユネスコも情報データベース GEO (Global Ethics Observatory) の構築を進
めているように、将来に向け、関係者間での情報の発信や情報共有のための仲介が重要となっており、当所が果
たす役割もさらに期待されていると感じられた。
＊; 当所 HP "http://www.nistep.go.jp/index-j.html" 調査研究成果 DP33、PS10、PS11 などを参照.
筆者プロフィール: 平成 14 年 4 月 1 日より、18 年 1 月 31 日まで第２調査研究グループ主任研究官。科学技
術の社会的ガバナンス制度の構築のための調査研究を行っている。今までに「ヒト胚」(DP33)、「臓器移植」
(PS10)、を事例として、あるいは「英国のヒト胚管理制度」(科学技術動向 月報 2003 年 3 月) など海外事例の検
討について、報告を行ってきた。
目次へ
国際共同シンポジウム「日米における 21 世紀のイノベーションシステム: 変化の 10 年間の教訓」開催報告
第２研究グループ主任研究官 鎗目 雅
科学技術政策研究所は、全米アカデミー科学技術経済政策理事会、一橋大学イノベーション研究センターとの
共催により、1 月 10 日 (火) から 11 日 (水) にかけて、三田共用会議所で国際共同シンポジウム「日米における





















国立標準技術研究所 (NIST) 先進技術プログラム (ATP) 経済評価室ディレクターのステファニー・シップ氏から






パネル は、ゼネラル・エレクトリック (GE) 元 R&D 担当上席
副社長のロニー・エーデルハイト氏をモデレーターとして、「政府









のディーン・ラスク国際関係講座長のケネス・フラム教授は、SEMATECH や国際半導体技術ロードマップ (ISTR) を
通じた国際 R&D 連携は、米国外の強みも取り込むことで、製造コストの減少と性能の改善に貢献してきたが、現在
は技術的な壁につき当たっており、その解決にはソフトウェアへの投資が重要であると指摘した。ディスカッサント































































































科学技術政策研究所が選定した 2005 年に科学技術へ顕著な貢献を果たしたナイス ステップな研究者と小坂大
臣との昼食懇談会が、1 月 17 日 (火) 、霞ヶ関ビルの東海大学校友会館にて開催されました。


















・1/13 Prof. L.E. Scriven: ミネソタ大学化学工学・材料科学学部 Regents' Professor
"U.S. National Science Foundation's Engineering Research
Center Scheme
  - Retrospective by a leading Participant -"
・1/18 陳向東: 北京航空航天大学教授 (経済管理学院副院長)
"Current Situation of Patent Application in China"
・1/19 樋口 美雄: 慶應義塾大学商学部教授
「少子高齢化が日本経済・地域社会に与える影響」
○ 「日中韓科学技術政策セミナー 2006」を開催
     1 月 23 日 (月) 、24 日 (火)、標記セミナーが三田共用会議所において開催された。
○ 第 3 回科学技術政策研究所機関評価委員会第 3 回会合を開催
     1 月 31 日 (火)、標記委員会 (委員長: 池上徹彦 会津大学長) の第 3 回会合が開催され
た。
○ 新着研究報告・資料
・「科学技術動向 2006 年 1 月号」 (1 月 30 日発行)
レポート 1  光インターコネクション技術動向 -「京速計算機システム」への適用を目指して
-
情報・通信ユニット 竹内 寛爾
レポート 2   無機材料研究におけるマテリアルインフォマティックスの動向
客員研究官 知京 豊裕
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会(政策研ニュース担当: 情報分析課 news@nistep.go.jp)
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